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市
は
こ
の
ほ
ど
、
今
後
の
土
地
行
政
の
在
り
方
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
、
昭
和
五
十
六
年
に
策
定
し
た
「
大
野

市
国
土
利
用
計
画
」
を
改
定
し
て
「
第
二
次
大
野
市
国
土

利
用
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
策
定
に
当
た
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聴
き
す
る
た
め
、
公
聴
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
や
団
体
の
意
見
も
お
聴
き
し

ま
し
た
。
計
画
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

大野市国土利用計画地域区分図

　

大
野
市
は
、
五
三
九
・
九
こ
平

方
い
1
1
と
い
う
、
県
内
市
町
村
の
中

で
最
も
大
き
い
面
積
を
有
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
平
成
七
年
を
基

準
と
し
て
、
平
成
二
十
二
年
（
目

標
年
）
ま
で
の
土
地
利
用
に
つ
い

て
の
基
本
的
な
事
項
や
利
用
区
分

ご
と
の
規
模
の
目
標
、
地
域
区
分

ご
と
の
土
地
利
用
の
在
り
方
な
ど

を
定
め
て
い
ま
す
。

　

策
定
に
当
た
り
、
次
の
三
点
を

基
本
方
針
と
し
ま
し
た
。

一
特
性
を
生
か
す

　

市
街
地
域
を
中
心
に
、
田
園
地

域
と
森
林
地
域
が
同
心
円
状
に
広

が
る
典
型
的
な
盆
地
形
態
や
広
大

な
森
林
資
源
、
豊
か
な
地
下
水
な

ど
を
生
か
し
ま
す
。

二
自
然
と
共
生

　

地
球
規
模
で
環
境
問
題
が
深
刻

化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中

で
、
自
然
が
持
つ
大
気
や
水
質
を

浄
化
さ
せ
る
機
能
な
ど
を
最
大
限

に
活
用
す
る
た
め
、
自
然
と
の
共

生
を
図
り
ま
す
。

三
安
全
で
快
適

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
に

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
国
土
の
災

害
に
対
す
る
安
全
性
、
生
活
水
準

の
向
上
や
余
暇
時
間
の
増
大
に
よ

り
求
め
ら
れ
て
い
る
や
す
ら
ぎ
と

ゆ
と
り
を
含
め
た
快
適
性
に
配
慮

し
ま
す
。

　

目
標
年
の
土
地
利
用
の
面
積
は
、

次
頁
の
表
の
と
お
り
で
す
。
利
用

の
区
分
ご
と
に
内
容
を
見
て
み
ま

し
よ
’
つ
。

－
‐
－
－
－
置
訟
佃

優
良
地
を
保
全

　

農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
区
域

を
中
心
に
、
優
良
な
農
用
地
の
保

全
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
田
園
景

観
の
保
全
と
防
災
の
緩
衝
地
と
し

て
の
役
割
を
重
視
し
、
圃
場
や
農

道
、
用
排
水
路
な
ど
農
業
基
盤
の

整
備
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

近
年
、
基
幹
道
路
沿
線
の
農
用

地
が
宅
地
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
集
団
的
な

優
良
農
用
地
に
つ
い

て
は
、
そ
の
保
全
に

努
め
ま
す
。

　

た
だ
し
、
市
街
地

周
辺
や
集
落
内
、
中

部
縦
貫
自
動
車
道
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付

近
の
農
用
地
は
、
開

発
可
能
地
と
し
て
位

置
付
け
、
周
辺
の
動

向
に
配
慮
し
な
が
ら

利
用
の
調
整
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
今
後
、
中
山
間
地
域
を

中
心
と
し
て
耕
作
を
放
棄
す
る

農
地
が
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
た
め
、
そ
の
適
切
な
利

用
に
努
め
ま
す
。

　

目
標
年
ま
で
に
農
用
地
の
面

積
は
、
三
百
七
十
九
レ
（
八
・

二
％
）
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

減
少
の
主
な
要
因
に
は
、
中
部

縦
貫
自
動
車
道
を
は
じ
め
道
路

関
連
用
地
や
公
共
施
設
用
地
、

郊
外
型
店
舗
用
地
へ
の
転
換
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　り値

稲刈り後のもみ集荷作業



森
林

自
然
環
境
の
保
全
に
留
意

　

森
林
は
現
在
、
市
の
面
積
の
約

八
三
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
広
大
な
面
積
を
有
す
る
森

林
に
つ
い
て
は
、
木
材
を
は
じ
め

と
す
る
林
産
物
の
生
産
機
能
だ
け

で
な
く
、
災
害
の
防
止
や
自
然
環

境
の
保
全
な
ど
公
益
的
な
機
能
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
森

林
の
育
成
や
環
境
の
整
備
、
治

山
・
治
水
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

里
山
・
低
地
は
、
森
林
の
活
用

地
域
と
し
、
林
産
物
の
生
産
機
能

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
保
健
休

養
地
と
し
て
も
整
備
し
て
多
面
的

な
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

奥
山
・
高
地
は
、
森
林
の
保
全

地
域
と
し
、
そ
の
地
形
や
生
態
系

に
応
じ
、
自
然
環
境
の
保
全
や
鳥

獣
の
保
護
、
水
源
の
か
ん
養
、
災

害
防
止
な
ど
公
益
的
な
機
能
に
十

分
配
慮
し
、
そ
の
適
正
な
維
持
管

理
を
図
り
ま
す
。

　

目
標
年
ま
で
に
森
林
面
積
は
、

百
十
四
‐
（
〇
・
三
％
）
減
少
す

る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
減

少
の
主
な
要
因
に
は
、
国
・
県
道

及
び
市
道
の
改
良
や
林
道
の
整
備

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

宅
地

望
ま
し
い
居
住
環
境
創
出

　

住
宅
地
に
つ
い
て
は
、
世
帯
数

の
状
況
や
高
齢
化
の
進
行
、
都
市

化
の
進
展
な
ど
を
踏
ま
え
て
都
市

施
設
、
生
活
関
連
施
設
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
望
ま
し
い
居

住
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、
土
地

区
画
整
理
事
業
の
推
進
な
ど
に
よ

り
必
要
な
用
地
の
整
備
と
確
保
に

努
め
ま
す
。

　

工
業
用
地
に
つ
い
て
は
、
新
し

い
企
業
の
誘
致
に
必
要
な
用
地
の

確
保
や
住
宅
地
と
工
業
用
地
の
混

在
地
区
に
あ
る
工
場
の
移
転
を
誘

導
し
、
用
途
地
域
の
純
化
を
図
○

友
す
。

　

ま
た
、
工
場
の
移
転
な
ど
に
よ

る
工
場
跡
地
に
つ
い
て
は
、
良
好

な
都
市
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

有
効
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

　

事
務
所
や
店
舗
な
ど
の
用
地
に

つ
い
て
は
、
中
心
市
街
地
に
お
け

る
商
業
の
活
性
化
に
留
意
し
、
車

社
会
に
お
け
る
市
民
の
利
便
性
の

確
保
と
市
の
特
性
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
視
点
も
踏
ま
え
、
周

辺
へ
の
影
響
に
も
十
分
に
配
慮
し

な
が
ら
郊
外
店
舗
や
事
務
所
な
ど

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

目
標
年
ま
で
に
、
住
宅
用
地
で

は
六
十
六
船
、
工
業
用
地
で
は
三

十
三
回
、
事
務
所
・
店
舗
な
ど
の

用
地
で
は
六
十
二
レ
、
全
体
で
百

六
十
一
‐
（
一
七
・
一
％
）
増
加

す
る
見
込
み
で
す
。

道
路

安
全
・
快
適
性
を
考
慮

　

道
路
は
、
生
活
環
境
や
生
産
基

盤
の
整
備
と
充
実
に
不
可
欠
で
、

地
域
間
の
交
流
や
連
携
を
促
進
す

る
上
で
も
極
め
て
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
道
一
五
七
・
一

五
八
号
及
び
中
部
縦
貫
自
動
車
道

の
整
備
に
よ
り
、
広
域
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
よ
り
一
層
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
効
果
を
市
内

の
全
域
に
波
及
さ
せ
る
た
め
、
道

路
網
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
道
路
の
整
備

に
当
た
っ
て
は
、
車
社
会
に
対
応

し
た
利
便
性
の
追
求
だ
け
で
な

く
、
生
活
す
る
人
の
立
場
か
ら
、

安
全
性
や
快
適
性
、
防
災
機
能
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

　

農
・
林
道
に
つ
い
て
は
、
農
林

業
の
生
産
性
の
向
上
と
農
用
地
・

森
林
の
適
正
な
管
理
と
有
効
な
利

用
を
図
る
た
め
、
整
備
を
推
進
し

ま
す
。

　

目
標
年
ま
で
に
道
路
用
地
は
、

二
百
七
言
（
二
二
・
四
％
）
増
加

す
る
見
込
み
で
す
。
増
加
要
因
の

主
な
も
の
に
は
、
中
部
縦
貫
自
動

車
道
や
束
縦
貫
線
の
整
備
と
こ
れ

に
伴
う
関
連
道
路
な
ど
の
整
備
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

利用区分ごと規模目標

　基準

平成7年　

（ヘクタール）

　目標

平成22年　

（ヘクタール）

増減率　　

（％）

農用地 4，645 4，266 △8．2

森林 44，923 44，809 △0．3

原野 － － －

水面・河川・水路 1，836 1，845 0．5

道路 925 1，132 22．4

宅地 943 □04 17．1

その他 720 836 16．1

合計 53，992 53，992 0

市街地 370 390 5．4

宅地化が目立つ国道158号沿線



ま
ち
な
か
観
光
な
魅
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

F
M
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
・
ｙ
観
光
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
完
成

　

巾
が
設
置
を
進
め
て
き
た
「
ま

ち
な
か
観
光
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
」

が
完
成
、
四
月
十
日
か
ら
運
用
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
は
、
市

街
地
に
あ
る
観
光
名
所
を
F
M
電

波
を
利
川
し
て
案
内
す
る
サ
ー
ビ

ス
と
、
元
町
会
館
、
御
清
水
会
館

で
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
情
報
端
末

機
で
、
巾
内
の
観
光
情
報
を
検
索

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
観
光
客
に
街
中
を
ゆ

っ
く
り
歩
い
て
散
策
し
て
も
ら
う

「
ま
ち
な
か
観
光
」
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
団
体
客
を

中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
観

光
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス
は
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
個
人
や
少
人
数
グ

ル
ー
プ
ま
で
に
は
行
き
届
い
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
ガ
イ
ド
シ
ス
テ

ム
の
開
始
に
よ
り
、
個
人
や
少
人

数
グ
ル
ー
プ
も
、
情
報
端
末
機
で

観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
イ
ベ
ン
ト
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
F
M
受
信
機
で

気
軽
に
名
所
の
歴
史
や
由
来
、
文

化
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

観
光
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、

元
町
会
館
で
は
人
力
車
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
も
の
、
御
清
水
会
館
で
は

水
が
わ
き
出
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
の

も
の
で
、
知
り
た
い
情
報
を
そ
の

場
で
印
刷
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
六
月
ま
で
に
情
報
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
、
記
念
と
し
て
観
光
客

の
顔
写
真
も
印
刷
で
き
る
よ
う
に

す
る
予
定
で
す
。

　

F
M
受
信
機
は
縦
十
ト
、
幅
五

い
ほ
ど
の
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
で
、

七
間
朝
市
や
御
清
水
、
越
前
大
野

城
な
ど
ト
カ
所
に
ア
ン
テ
ナ
を
設

置
。
半
径
三
ト
ン
前
後
の
範
囲
で

周
波
数
七
八
郷
が
日
本
語
、
七

八
・
五
郷
が
英
語
で
案
内
を
し
ま

す
。

　

受
信
機
は
八
ト
台
用
意
（
う
ち

ト
台
は
英
語
専
用
）
し
て
あ
り
ま

す
。
貸
し
出
し
は
無
料
で
、
大
野

公
民
館
と
武
家
屋
敷
旧
内
山
家
、

南
部
酒
造
（
七
間
）
の
三
ヵ
所
が

窓
口
と
な
り
ま
す
。
貸
し
出
し
時

間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま

で
で
、
借
り
た
場
所
に
返
却
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

L
間
朝
巾
、
御
清
水
、
越
前
大

野
城
以
外
の
ア
ン
テ
ナ
設
置
場
所

は
▼
郷
土
歴
史
館
▼
武
家
屋
敷
旧

内
山
家
▼
旧
織
物
会
館
▼
七
間
通

り
▼
石
灯
龍
会
館
▼
寺
町
通
り
▼

朝
倉
義
景
墓
所
で
す
。

　

ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス
や
イ
ベ
ン

ト
、
郊
外
の
観
光
名
所
な
ど
の
情

報
を
今
ま
で
以
L
に
提
供
で
き
る

こ
と
で
、
よ
り
い
っ
そ
う
観
光
客

の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
商
工
観

　

光
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

3
3
3
）
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市
長
・
市
議
補
欠
選
挙

　

市
長
の
任
期
満
了
（
七
月
六
日
）

に
伴
う
、
市
長
選
挙
と
市
議
会
議

員
の
補
欠
選
挙
（
四
月
二
十
一
日

現
在
、
二
人
欠
員
）
が
、
次
の
と

お
り
行
わ
れ
ま
す
。

選
挙
日
程

告
示
6
月
7
日
⑧

立
候
補
受
け
付
け
6
月
7
日
⑧

　

午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時

投
票
6
月
1
4
日
⑧
午
前
7
時
～

　

午
後
8
時
（
市
内
各
投
票
所
）

開
票
6
月
1
4
日
⑧
午
後
9
時
3
0

　

分
～
（
大
野
有
終
会
館
）

不
在
者
投
票
6
月
7
日
⑥
～
1
3

　

日
①
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
8

　

時
（
市
役
所
別
館
I
階
、
入
場

　

券
が
配
布
さ
れ
て
い
た
ら
持
参

　

し
て
く
だ
さ
い
）

立
候
補
予
定
者
説
明
会
5
月
1
9

　

日
囚
午
後
1
時
3
0
分
～
（
市
役

　

所
3
階
大
会
議
室
）

投
票
が
し
や
す
く

　
　
　
　

な
り
ま
し
た

　

公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、
六

月
一
日
以
降
の
選
挙
か
ら
投
票
時

間
の
延
長
、
不
在
者
投
票
要
件
の

緩
和
な
ど
投
票
が
し
や
す
く
な
り

ま
し
た
。

投
票
時
間
の
延
長

　

2
時
間
延
長
さ
れ
、
午
前
7
時

　

～
午
後
8
時
と
な
り
ま
す

幼
児
な
ど
の
同
伴
幼
児
や
介
護

　

者
同
伴
で
、
投
票
所
に
入
場
で

き
ま
す

不
在
者
投
票
時
間
の
延
長

3
時
間
延
長
さ
れ
、
午
前
8
時

3
0
分
～
午
後
8
時
と
な
り
ま
す

不
在
者
投
票
所
で
候
補
者
氏
名
を

掲
示
告
示
の
日
の
翌
日
か
ら
候

　

補
者
の
氏
名
が
掲
示
さ
れ
ま
す

不
在
者
投
票
要
件
の
緩
和
▼
選

　

挙
日
当
日
に
、
自
分
の
投
票
区

　

内
に
い
る
人
で
も
、
仕
事
や
冠

　

婚
葬
祭
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

　

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
▼
何

　

ら
か
の
用
務
で
、
選
挙
日
当
日

　

に
自
分
の
投
票
区
以
外
に
い
る

　

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、

　

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
▼
不

　

在
者
投
票
の
理
由
は
、
該
当
す

　

る
も
の
に
丸
（
○
）
を
付
け
る

　

だ
け
で
済
み
ま
す

問
い
合
わ
せ
先
市
選
挙
管
理
委

　

員
会
事
務
局
（
豊
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
3
6
1
）

レイ硝印鴎㈲〕i坤升け⑤

監査委員

雨塚忠夫市議

　

3月20日に死

去した監査委員

の藤田護市議の

後任に、雨塚忠

夫市議（71歳・

塚原）が3月議

会の同意を得

て、選任されま

した。

　

市の監査委員は、地方自治法の規定

により、識見を有する者および議会の

議員から選任されます。

固定資産評価審査委員会

委員に清水英男氏

　

1月6日に死去した固定資産評価審

査委員会委員の山内静氏の後任に、清

水英男氏（53歳・明倫町）が選任され

ました。

　

地方税法の規定により、市長が選

任・委嘱したもので、3月定例市議会

において、議会の承認を得ました。

　

任期は、平成10年3月1日から、平

成13年2月末日までです。

募集します

ホー4ヘルパー

　

市では、健康で福祉に理解のあるホ

ームヘルパーを、次のとおり募集しま

す。

募集人員2人（性別を問わない）

受験資格昭和42年4月2日以降生ま

　

れの人▲高校卒業以上▲普通自動車

　

免許保有

選考6月中に面接を実施

申し込み方法備え付けの申込書に履

　

歴書を添えて提出

締め切り5月29日（蚕）

申し込み・問い合わせ先市役所高齢

　

者福祉室（福祉課内容66・1111

　

内線471）

北
大
野
か
ら
の
通
勤
な
ど
が
便
利
に

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

　

－
－
－
－
－
1
。
；
i
。
j
－
．
i
l
l
j
－
①
ぷ
舌
☆
長
采
a
’
t
J
い
會
y
ト
三

　
　

一
－
一
■
■
I
I
一
■
■
－
－
一

　

J
R
九
頭
竜
線
（
越
美
北
線
）
・

北
大
野
駅
に
こ
の
ほ
ど
、
新
し
い

駐
車
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

新
駐
車
場
は
、
駅
の
西
側
に
作

ら
れ
、
駐
車
台
数
は
三
十
七
台
で

す
。
駅
の
南
に
あ
る
こ
れ
ま
で
の

駐
車
場
に
は
、
二
十
台
が
駐
車
可

能
で
、
こ
れ
で
五
十
七
台
が
駐
車

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
J
R
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に

伴
い
、
同
駅
に
快
速
列
車
が
停
車

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
駅
周
辺
の
人
た
ち
の

通
勤
や
通
学
な
ど
の
足
が
、
よ
り

い
つ
そ
う
便
利
に
な
り
ま
す
。



市
の
人
事
異
障

　

市
は
四
月
一
日
付
で
、
総
数
百
十
－
二
人
の
人
事
異
動
を

発
令
し
ま
し
た
。
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
た
め
の
配

置
や
母
子
保
健
事
務
委
譲
に
よ
る
保
健
婦
の
配
置
な
ど
、

実
務
体
制
の
強
化
を
行
つ
た
ほ
か
、
大
野
地
区
消
防
組
合

と
の
人
事
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
内
訳
は
部
長
級
二
人
、

課
長
級
六
人
、
課
長
補
佐
級
二
十
－
－
人
、
係
長
級
二
十
人
、

主
査
級
十
五
人
、
一
般
職
二
十
七
人
、
業
務
職
十
四
人
、

新
採
用
は
七
人
で
す
。

部
長
級

【
市
議
会
事
務
部
局
】
▼
事
務
局

長
●
川
端
正
毅

【
教
育
委
員
会
事
務
部
局
】
▼
事

務
局
長
兼
ね
て
庶
務
課
長
・
山
田

晃

課
長
級

【
市
長
部
局
】
▼
市
長
公
室
▽
総

合
政
策
課
長
．
大
谷
正
和
▼
総
務

部
▽
工
事
検
査
室
長
・
安
岡
庄
助

▼
市
民
福
祉
部
▽
高
齢
者
福
祉
室

長
・
松
田
勉
▼
建
設
部
▽
中
部
縦

貫
道
対
策
課
長
・

前
幸
雄

▼
会
計
課
長
・
松

田
訓
夫

▼
県
庁
へ
帰
任
・

松
嶋
秀
明

課
長
補
佐
級

【
市
長
部
局
】
▼

市
長
公
室
▽
秘
書

広
報
課
課
長
補
佐

．
加
藤
郁
子
▼
総

務
部
▽
総
務
課
課

長
補
佐
・
巻
寄
富

美
男
▽
財
政
課
課

長
補
佐
・
江
波
庄
進
▼
市
民
福
祉

部
▽
市
民
課
課
長
補
佐
・
山
内
武

雄
▽
保
健
衛
生
課
課
長
補
佐
兼
ね

て
保
健
セ
ン
タ
ー
次
長
・
藤
森
勉

▽
福
祉
課
課
長
補
佐
・
布
川
和
子

▽
高
齢
者
福
祉
室
次
長
・
石
田
喜

子
▽
指
導
保
母
・
笠
松
久
恵
▼
産

業
経
済
部
▽
農
務
課
課
長
補
佐
・

羽
生
達
夫
▽
林
務
課
課
長
補
佐
・

辻
忠
信
▼
建
設
部
▽
建
設
課
課
長

補
佐
・
大
藤
喜
代
治
▽
下
水
道
課

課
長
補
佐
・
堂
下
義
治

▼
会
計
課
課
長
補
佐
・
井
部
淑
子

▼
大
野
地
区
消
防
組
合
へ
派
遣
．

宮
下
真
一

▼
総
務
課
付
・
伊
藤
吉
紀

▼
林
野
庁
へ
復
職
・
丹
藤
卓
司

「
市
議
会
事
務
部
局
」
▼
事
務
局

次
長
・
中
村
浩
一

【
教
育
委
員
会
事
務
部
局
】
▽
庶

務
課
課
長
補
佐
・
島
田
健
一
▽
社

会
教
育
課
課
長
補
佐
・
石
田
光
義

▽
乾
側
公
民
館
長
・
飯
山
靖
二
▽

小
山
公
民
館
長
・
篠
原
孝
康

係
長
級

「
市
長
部
局
」
▼
市
長
公
室
▽
総

合
政
策
課
開
発
推
進
係
長
・
篠
田

守
一
▼
総
務
部
▽
総
務
課
職
員
係

長
・
金
子
正
義
▽
同
課
情
報
管
理

係
長
・
中
村
吉
孝
▽
財
政
課
財
政

係
長
．
鉱
崎
昭
治
▼
市
民
福
祉
部

▽
生
活
環
境
課
市
民
生
活
係
長
・

小
川
市
右
ヱ
門
▽
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
業
務
係
長
．
山
村
英
幸
▽
北

部
保
育
園
長
・
清
水
真
寿
美
▼
産

業
経
済
部
▽
農
務
課
農
業
振
興
係

長
・
木
戸
口
正
和
▽
林
務
課
林
業

振
興
係
長
・
佐
々
木
清
一
▼
建
設

部
▽
建
設
課
管
理
建
築
係
長
・
宮

原
章
一
▽
同
課
維
持
係
長
・
臼
井

一
▽
都
市
計
画
課
計
画
開
発
係

長
・
朝
日
俊
雄

▼
大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事

務
組
合
へ
派
遣
・
前
田
伸
治

【
市
議
会
事
務
部
局
】
▽
議
事
調

査
係
長
・
宮
越
剛
生

【
教
育
委
員
会
事
務
部
局
】
▽
庶

務
課
施
設
係
長
・
阿
部
継
一
▽
社

会
教
育
課
社
会
教
育
係
長
・
加
藤

正
幸
▽
社
会
教
育
課
青
少
年
女
性

係
長
・
岸
山
静
江
▽
上
庄
幼
稚
園

教
頭
・
山
本
文
子
▽
富
田
幼
稚
園

教
頭
・
井
部
武
子
▽
阪
谷
幼
稚
園

教
頭
・
安
川
照
子

主
査
級

【
市
長
部
局
】
▼
市
長
公
室
▽
秘

書
広
報
課
主
査
・
横
井
一
博
▽
総

合
政
策
課
主
査
・
斉
藤
嘉
代
▼
総

務
部
▽
税
務
課
主
査
・
竹
嶋
能
治

▼
市
民
福
祉
部
▽
生
活
環
境
課
主

査
・
桜
井
早
苗
▽
保
健
衛
生
課
主

査
・
松
本
邦
章
▽
義
景
保
育
園
主

任
保
母
・
森
田
祐
子
▽
あ
か
ね
保

育
園
主
任
保
母
・
辻
久
美
子
▽
荒

島
保
育
園
主
任
保
母
・
山
上
一
代

▽
六
呂
師
保
育
園
主
任
保
母
・
村

上
美
代
子
▼
産
業
経
済
部
▽
農
務

課
主
査
・
小
松
功
英
▼
建
設
部
▽

下
水
道
課
主
査
・
乾
川
和
則

▼
福
井
県
へ
派
遣
・
真
田
正
幸

【
教
育
委
員
会
事
務
部
局
】
▽
庶

務
課
主
査
・
鳥
山
智
之
▽
乾
側
幼

稚
園
主
任
教
諭
・
西
森
英
子
▽
小

山
幼
稚
園
主
任
教
諭
・
広
瀬
公
子

新
採
用

「
市
長
部
局
」
▼
総
務
部
▽
総
務

課
・
嶋
田
洋
平
▼
市
民
福
祉
部
▽

市
民
課
・
佐
々
木
由
紀
▽
保
健
衛

生
課
・
村
岡
裕
子
▼
産
業
経
済
部

▽
商
工
観
光
課
●
伊
藤
奈
津
江
▼

建
設
部
▽
建
設
課
・
中
森
宏
之

「
教
育
委
員
会
事
務
部
局
」
▽
文

化
振
興
室
・
寺
西
智
哉
▽
ス
ポ
ー

ツ
課
・
廣
田
直
樹

嘱
託
員
（
新
任
）

【
市
長
部
局
】
▼
市
民
福
祉
部
▽

児
童
館
館
長
・
竹
田
由
紀
子
「
教

育
委
員
会
事
務
部
局
」
▽
市
史
編

さ
ん
室
長
・
泉
都
敏

退
職
者

（
3
月
3
1
日
付
）

二
般
職
】
▽
深
田
義
一
（
議
会

事
務
局
長
）
▽
竹
田
由
紀
子
（
会

計
課
長
）
▽
笹
川
亮
一
（
工
事
検

査
室
長
）
▽
藤
田
洋
子
（
下
庄
公

民
館
係
長
）
▽
宮
深
貞
淳
（
上
庄

幼
稚
園
教
頭
）

【
業
務
職
】
▽
稲
垣
久
（
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
）

新採用職員に辞令交付



エキサイティング

スポーツ

情X報

●
市
民
テ
ニ
ス
大
会

日
時
5
月
1
7
日
計
（
シ
ン
グ
ル

　

ス
）
・
3
1
日
旬
（
ダ
ブ
ル
ス
）

　

午
前
8
時
3
0
分
～

会
場
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園

参
加
資
格
市
民
ま
た
は
市
内
の

　

事
業
所
に
勤
務
す
る
人

種
目
男
女
別
シ
ン
グ
ル
ス
、
男

　

女
別
ダ
ブ
ル
ス

参
加
料
シ
ン
グ
ル
ス
＝
1
5
0

　

0
円
、
ダ
ブ
ル
ス
＝
3
0
0
0

　

円
（
1
組
）
、
当
日
持
参

締
め
切
り
5
月
8
日
②
（
シ
ン

　

ク
ル
ス
）
・
2
2
日
②
（
ダ
ブ
ル

　

ス
）

申
し
込
み
方
法
参
加
者
の
住
所

　

・
氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
し
て

　

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
酒

　

井
商
事
春
日
給
油
所
（
春
日
3

　

－
4
－
4
豊
6
6
・
3
2
1
2

　

フ
ァ
ク
ス
6
5
・
6
1
5
2
、
⑥

　

梨
ぶ
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

●
飯
降
山
夜
間
登
山

　

恒
例
と
な
っ
て
い
る
飯
降
山
の

夜
間
登
山
で
す
。
夕
方
か
ら
登
り

始
め
て
夜
の
市
街
地
を
山
頂
か
ら

眺
め
ま
す
。

日
時
6
月
6
日
①
午
後
4
時
市

　

役
所
前
集
合
、
午
後
9
時
ご
ろ

　

帰
着
（
雨
天
中
止
）

会
費
2
0
0
円
（
保
険
料
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
3
1
）

●
会
長
杯
少
年
野
球
大
会

日
時
6
月
1
4
日
⑥
・
2
1
日
計

　

午
前
8
時
～

会
場
真
名
川
憩
い
の
島

参
加
資
格
平
成
1
0
年
度
県
野
球

　

連
盟
に
登
録
し
た
チ
ー
ム

参
加
料
1
チ
ー
ム
8
0
0
0
円

代
表
者
会
議
6
月
8
日
⑥
午
後

　

7
時
3
0
分
～
（
市
エ
キ
サ
イ
ト

　

広
場
）

申
し
込
み
方
法
代
表
者
会
議
の

　

時
に
参
加
料
を
納
入

問
い
合
わ
せ
先
市
軟
式
野
球
連

　

盟
事
務
局
米
沢
秀
夫
さ
ん

　

（
中
保
2
－
6
－
1
4
豊
6
5
・

　

7
4
5
4
）

●
第
1
7
回
市
民
ゲ
ー
ト

　
　
　
　

ボ
ー
ル
大
会

日
時
5
月
1
7
日
⑨
午
前
8
時
～

会
場
市
営
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

参
加
資
格
市
民

参
加
料
I
チ
ー
ム
2
0
0
0
円

申
し
込
み
期
限
5
月
7
日
困

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

　

河
口
慶
治
さ
ん
（
弥
生
町
1
0
－

　

1
4
豊
6
5
・
0
8
3
6
）

●
B
＆
G
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

市
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、

柔
道
と
剣
道
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
の

教
室
を
開
き
ま
す
。

〈
柔
道
教
室
〉

日
時
5
月
9
日
～
7
月
H
日
の

　

毎
週
土
曜
日
午
後
7
時
～
9
時

　

計
m
一
回

対
象
市
内
小
学
生

定
員
先
着
3
0
人

準
備
物
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
服

　

装

〈
剣
道
教
室
〉

日
時
5
月
1
4
日
～
7
月
1
6
日
の

　

毎
週
木
曜
日
午
後
7
時
～
9
時

　

計
m
一
回

対
象
市
内
小
学
生

定
員
先
着
3
0
人

準
備
物
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
服

　

装

〈
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
〉

日
時
5
月
1
3
日
～
7
月
1
5
日
の

　

毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
～
9
時

　

計
1
0
回

対
象
市
内
一
般
の
女
性

定
員
先
着
3
0
人

準
備
物
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
服

　

装
、
内
ズ
ッ
ク

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
豊

　

6
4
・
1
り
a
1
1
）

施設｀

スポット

忽 麻那姫湖青少年旅行村

佐開地区

　

麻
那
姫
湖
青
少
年
旅
行
村
は
、

真
名
川
に
沿
っ
て
上
流
に
中
島
地

区
、
中
流
に
佐
開
地
区
が
あ
り
ま

す
。
両
地
区
と
も
、
自
然
に
恵
ま

れ
た
景
観
の
よ
い
ス
ポ
ー
ツ
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
開
地
区
に
は
芝
生
広
場
（
炊

事
場
・
テ
ー
ブ
ル
ー
ベ
ン

チ
）
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
全
天
候
型
）
が
こ
面
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト

（
ク
レ
ー
）
と
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
コ
ー
ト
が
一
面
ず
つ

あ
り
ま
す
。
テ
ニ
ス
や
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ

ー
ツ
の
ほ
か
、
芝
生
広
場

で
は
木
立
の
中
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
が
で
き
ま
す
。
近

く
で
は
渓
流
釣
り
も
で
き
、

家
族
や
職
場
の
サ
ー
ク
ル
、

仲
の
良
い
グ
ル
ー
プ
で
楽

し
く
過
ご
せ
る
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
外
の
観
光
客
に
限
ら

ず
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
ど
う
ぞ
気

軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
施
設
で
の
用
具
の
貸
し

出
し
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

各
自
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金
▼
各
コ
ー
ト
（
1

　

面
・
1
時
間
）
4
0
0
円
▼
芝

　

生
広
場
無
料

利
用
期
間
4
月
1
日
～
H
月
3
0

利
用
時
間
午
前
9
時
～
午
後
5

　

時
駐
車
場
普
通
車
約
4
0
台

申
し
込
み
先
管
理
人
井
尾
治

　

郎
左
ヱ
門
さ
ん
（
豊
6
5
・
8
2

　

1
5
）

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
商
工
観

　

光
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）
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体
の
回
復
と
社
会
復
帰
を
目
指
し
て

　
　
　

～
市
の
リ
ハ
ビ
リ
事
業
～

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
は
、
事
故
や
病
気
に
よ
る
後
遺
症
を
持
つ
人

の
た
め
に
、
最
大
限
の
体
の
機
能
回
復
と
社
会
生
活
へ
の

復
帰
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
訓
練
等
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。
今
月
は
、
市
で
実
施
し
て
い
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
事
業
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

事
業
の
対
象
者

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
「
機

能
訓
練
」
と
い
う
事
業
名
で
、
毎

週
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
事
業
の
対
象
者
は
、
疾
病

な
ど
に
よ
っ
て
体
の
機
能
が
低
下

し
、
病
院
の
退
院
後
に
自
宅
療
養

を
し
な
が
ら
、
自
分
で
訓
練
に
通

う
こ
と
が
で
き
る
四
十
歳
以
上
の

人
で
す
。

　

平
成
九
年
度
は
四
十
三
人
が
登

録
し
、
年
間
に
百
四
十
一
回
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
脳
卒
中

後
遺
症
の
人
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た

が
、
事
故
の
後
遺
症
を
持
つ
人
も

い
ま
し
た
。

月
●
金
曜
日
に
開
催

　

平
成
十
年
度
は
、
毎
週
月
・
金

曜
日
の
午
前
九
時
か
ら
十
一
時
半

ま
で
（
十
二
月
か
ら
三
月
ま
で
は
、

午
後
一
時
か
ら
三
時
半
ま
で
）
保

健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

訓
練
は
、
参
加
者
全
員
で
行
う

グ
ル
ー
プ
体
操
と
個
人
で
取
り
組

む
自
主
訓
練
、
理
学
療
法
士
に
よ

る
指
導
、
作
業
療
法
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
す
。
作
業
療
法

で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
特
技
を
持
つ

人
の
指
導
で
、
切
り
絵
や
陶
芸
に

親
し
み
ま
す
。
ま
た
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
で
は
、
み
ん
な
で
童
謡

や
歌
謡
曲
を
歌
っ
た
り
、
誕
生
会

を
開
い
た
り
し
て
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
す
。

閉
じ
こ
も
り
は
禁
物

　

体
の
機
能
が
低
下
す
る
と
家
に

閉
じ
こ
も
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
閉
じ
こ
も
る
と
ま
す
ま

す
機
能
の
低
下
が
進
み
、
寝
た
き

り
や
痴
ほ
う
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

「
こ
の
日
は
機
能
訓
練
に
行
く
」

と
い
う
張
り
合
い
が
あ
れ
ば
、
着

替
え
て
外
に
出
か
け
る
。
そ
し
て

仲
間
と
触
れ
合
い
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
。
そ
ん
な
こ
と
が
何
よ

り
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

ちょつと気になる栄養の話

　

牛乳や乳製品は、骨を丈夫にするカルシウ

ム源ということは皆さんご存じのことでしょ

う。でも、コレステロールが心配で●・・と

いう人もいるのでは？

　

コレステロールの取り過ぎは動脈硬化や心

筋梗塞の原因になり、1日300≒に抑える

ことが望ましいのですが、低すぎても困りま

す。体の細胞の膜が弱くなり、血管が破れて

脳出血が起こりやすくなるのです。

　

牛乳や乳製品に含まれるコレステロールは

牛乳瓶1本（200ミ）で23洗、プロセス

チーズが20な（厚さ1y）で16几、バタ一

（1回使用量）が17≒です。これらを全部食

べても、コレステロールの取り過ぎにはなり

ません。それでも「脂肪分が気になる」とい

う人は、スキムミルクに代えるなどして元気

な骨づくりのために牛乳・乳製品を大いに活

用しましょう。

皆さんの債康づくりを後押しします・保健センター（豊65・7333）



暮
ら
し
の

ア
夕
代
寸
混

家庭用品の品質表示

～買い物時の重要な目安～

　

家
庭
用
品
に
付
い
て
い
る
品
質
表
示
を
、
知
っ
て
い
ま

す
か
。
普
段
何
気
な
く
目
に
は
し
て
い
て
も
、
内
容
が
何

な
の
か
意
識
し
て
じ
っ
く
り
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

こ
の
品
質
表
示
は
、
充
実
し
た
買
物
を
す
る
た
め
の
目
安

で
す
。
今
月
は
、
品
質
表
示
に
つ
い
て
勉
強
し
て
み
ま
し

よ
I
つ
。

NYLON

　　

100％

○○△□株式会社

03－3501－1511

文
字
や
マ
ー
ク
で
表
示

　

日
常
生
活
に
お
い
て
私
た
ち
は
、

多
種
多
様
な
家
庭
用
品
を
使
用
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
技
術
革
新
が

進
み
、
新
製
品
が
次
々
と
生
み
出

さ
れ
、
店
頭
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
商
品
に
は
、
文
字
や

マ
ー
ク
な
ど
で
価
格
、
原
材
料
、

サ
イ
ズ
、
省
エ
ネ
、
リ
サ
イ
ク
ル

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
表
示
が
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
買
い
物
の

と
き
に
見
な
け
れ
ば
い
け
な
い
表

示
、
使
用
・
廃
棄
す
る
と
き
に
見

な
け
れ
ば
い
け
な
い
表
示
な
ど
そ

の
役
立
つ
時
点
も
様
々
で
す
。

活
用
の
方
法

　

例
え
ば
、
セ
ー
タ
ー
な
ど
の
衣

類
を
購
入
す
る
際
に
、
デ
ザ
イ
ン

や
色
合
い
が
気
に
入
り
買
う
決
心

を
し
た
と
き
、
何
の
繊
維
で
作
ら

れ
て
い
る
の
か
、
洗
濯
の
取
り
扱

い
は
簡
単
か
ど
う
か
、
ま
た
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
食
品
容
器
で
は
、

容
器
内
に
食
品
を
入
れ
て
電
子
レ

ン
ジ
で
使
え
る
か
ど
う
か
が
気
に

な
っ
た
り
し
た
と
き
な
ど
、
商
品

を
購
入
す
る
際
に
わ
か
り
や
す
く

表
示
し
て
あ
れ
ば
、
よ
り
良
い
買

い
物
が
で
き
ま
す
。

品
質
表
示
法

　

も
し
、
表
示
さ
れ
て
い
る
マ
ー

ク
に
「
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の

か
分
か
ら
な
い
」
「
特
殊
な
用
語

が
使
わ
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と

が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
せ
っ
か
く

品
質
表
示
が
し
て
あ
っ
て
も
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
消
費
者

の
買
い
物
に
お
け
る
不
利
益
を
な

く
す
た
め
に
、
品
質
の
識
別
が
難

し
い
家
庭
用
品
に
つ
い
て
、
品
質

表
示
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
法
律
が

家
庭
用
品
品
質
表
示
法
で
す
。

対
象
と
な
る
商
品

繊
維
製
品
糸
、
織
物
、
衣
類
な

　

ど
三
十
五
品
目

合
成
樹
脂
加
工
品
浴
室
、
台
所

　

用
器
具
な
ど
八
品
目

電
気
機
械
器
具
洗
濯
機
、
冷
蔵

　

庫
な
ど
十
七
品
目

雑
貨
工
業
品
魔
法
瓶
、
か
ば
ん
、

　

い
す
な
ど
二
十
九
品
目

表
示
者
の
明
確
化

　

昨
年
十
月
に
、
家
庭
用
品
品
質

表
示
法
の
運
用
の
見
直
し
が
図
ら

れ
、
表
示
事
項
と
表
示
方
法
の
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
改
正

の
内
容
は
、
表
示
者
の
名
称
と
連

絡
先
（
住
所
ま
た
は
電
話
番
号
）

の
記
載
が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
品
質
に
関

し
て
の
問
い
合
わ
せ
先
が
明
確
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
表
示
は
、
買
物
を

す
る
際
に
と
て
も
大
切
な
目
安
に

も
な
り
ま
す
。
め
ん
ど
う
で
も
目

を
通
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

j新

……

…
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市民⑩

ペー汐

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
容
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

34年前の植樹の思い出

　　　

花見同窓会

＜るー・39登場

　　　

荒島
フィッシングクラブ

釣
り
の
楽
し
さ
を
み
ん
な
に
伝
え
た
い

　

荒
島
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
は
、

佐
開
地
区
に
あ
る
「
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
ラ
ン
ド
荒
島
」
に
集
ま
る
人
た

ち
が
、
互
い
に
世
間
話
や
情
報
交

換
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
自
然
と

仲
良
く
な
り
、
平
成
三
年
に
発
足

し
ま
し
た
。

　

現
在
、
会
員
数
は
こ
十
人
。
会

員
の
な
か
に
は
、
愛
知
、
岐
阜
、

三
重
な
ど
県
外
の
人
た
ち
も
多
く

い
ま
す
。

　

県
外
の
人
た
ち
は
、
「
魚
の
形

が
良
い
」
「
水
が
良
い
」
「
魚
が
う

ま
い
」
と
、
集
ま
っ
て
く
る
人
た

ち
で
、
み
ん
な
大
野
の
こ
と
が
大

好
き
で
す
。

　

釣
り
好
き
の
気
さ
く
な
人
た
ち

が
自
然
に
仲
良
く
な
り
、
で
き
た

ク
ラ
ブ
で
す
か
ら
、
事
業
を
行
う

と
き
に
は
会
員
の
家
族
も
参
加
し

て
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
　

「
自
分
た
ち
だ
け
が
楽
し
む
の

で
は
な
く
、
ほ
か
の
人
た
ち
に
も

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
。
・
ク
ラ

ブ
で
開
催
す
る
事
業
は
、
こ
の
こ

と
が
基
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

「
施
設
の
お
年
寄
り
へ
の
渓
流

魚
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
は
、
会
員
が
釣

り
上
げ
た
ニ
ジ
マ
ス
や
ア
マ
ゴ
、

イ
ワ
ナ
百
匹
を
老
人
福
祉

施
設
に
贈
呈
し
て
、
今
年

で
五
回
目
で
す
。

　

ま
た
、
四
月
十
こ
日
に

開
催
さ
れ
た
「
ひ
と
り
親

家
庭
の
釣
り
教
室
」
は
、

昨
年
に
続
き
こ
回
目
で
し

た
が
、
多
く
の
親
子
が
参

加
し
ま
し
た
。
「
親
子
が

一
緒
に
な
っ
て
楽
し
い
時

間
を
過
ご
せ
た
」
と
、
好

評
を
得
て
い
ま
す
が
、
も

っ
と
楽
し
く
な
る
よ
う
に

内
容
を
検
討
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
大
会
の
手
伝
い
も
し

て
い
ま
す
。

　

「
そ
れ
ぞ
れ
思
い
入
れ
は
あ
る
よ

う
で
す
が
、
自
然
と
た
っ
ぷ
り
遊

ん
で
同
じ
趣
味
の
仲
間
が
い
る
と

い
う
こ
と
が
こ
の
ク
ラ
ブ
の
魅
力

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と

会
長
の
清
水
さ
ん
は
、
嬉
し
そ
う

で
し
た
。

フックトーク

たいt

『
日
本
の
自
然
は

　
　

な
ぜ
荒
れ
た
の
か
』

　

前
書
き
で
「
ト
ン
ボ
や
チ
ョ
ウ

と
人
間
と
、
ど
ち
ら
が
大
事
か
」

と
い
う
言
葉
が
い
き
な
り
目
に
入

り
ま
す
。
戦
後
間
も
な
く
、
日
光

国
立
公
園
内
の
尾
瀬
ヶ
原
に
ダ
ム

を
建
設
す
る
と
い
う
電
力
会
社
の

計
画
に
対
し
て
、
反
対
の
声
が
上

が
っ
た
と
き
、
開
発
側
か
ら
出
た

言
葉
だ
そ
う
で
す
。
人
間
誰
で
も

わ
が
身
が
大
切
で
す
が
、
自
然
と

離
れ
て
の
生
活
は
で
き
な
い
わ
け

で
す
か
ら
、
ト
ン
ボ
や
チ
ョ
ウ
と

の
共
生
の

道
を
探
ら

な
け
れ
ば

滅
び
る
こ

と
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
本

に
は
、
人

と
自
然
の

共
生
を
求

め
、
や
む

に
や
ま
れ
ぬ
気
持
ち
で
立
ち
上
が

っ
た
人
た
ち
の
、
手
弁
当
の
活
動

が
幾
つ
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
一
つ
に
「
森
は
海
の

恋
人
」
と
い
う
章
が
あ
り
ま
す
。

自
然
を
守
り
た
い
と
考
え
て
い
る

人
た
ち
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て

い
る
こ
の
言
葉
は
、
次
の
歌
か
ら

生
ま
れ
ま
し
た
。

　
　

「
森
は
海
を

　
　

海
は
森
を
恋
い
な
が
ら

　
　

悠
久
よ
り
の
愛
紡
ぎ
ゆ
く
」

　

宮
城
県
気
仙
沼
市
郊
外
に
住
む

歌
人
熊
谷
龍
子
さ
ん
の
歌
で
す
。

こ
の
章
で
は
、
気
仙
沼
の
漁
師
た

ち
に
よ
る
広
葉
樹
の
植
林
運
動
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

本
来
、
自
然
が
豊
か
な
は
ず
の

山
間
地
や
離
島
で
起
こ
っ
て
い
る

自
然
破
壊
の
惨
状
を
知
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
人
間
中
心
の
考
え
方
に

少
し
で
も
修
正
が
利
け
ば
よ
い
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
豊

　

6
5
・
5
5
0
0
）

『日本の自然はなぜ荒れたのか』

向一陽著共同通信社
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私屯勺．｀Cこ，そ

土
・
日
も
窓
口
業
務
を
受
け
付
け
て

團

　

私
は
毎
日
、
市
外

の
会
社
に
車
で
通
勤

し
て
い
ま
す
。
朝
は

七
時
ご
ろ
に
家
を
出
て
、
帰
宅
は

午
後
八
時
ご
ろ
で
す
。
勤
務
先
の

休
日
は
、
土
曜
日
と
日
曜
日
で
す
。

　

先
日
、
ど
う
し
て
も
自
分
の
住

民
票
が
必
要
に
な
り
、
会
社
を
休

ん
で
市
役
所
に
取
り
に
行
き
ま
し

た
。
私
に
限
ら
ず
、
仕
事
を
休
ま

な
け
れ
ば
証
明
書
を
取
り
に
行
け

な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
、
土

・
日
曜
日
に
数
時
間
だ
け
で
も
、

市
の
窓
口
業
務
を
行
っ
て
も
ら
え

な
い
で
し
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
内
男
性
）

M
I

　

市
役
所
の
窓
口
業

務
は
、
日
曜
日
と
祝

祭
日
に
加
え
て
、
平

成
五
年
一
月
か
ら
は
、
毎
週
土
曜

日
に
休
業
し
て
い
ま
す
。

　

閉
庁
時
の
窓
口
業
務
の
受
け
付

け
に
関
し
て
は
、
市
民
の
皆
様
の

利
便
性
の
向
上
の
観
点
か
ら
も
十

分
に
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
課
で
は
、
閉
庁
日
や
平
日

の
業
務
時
間
外
に
し
か
来
庁
で
き

な
い
人
の
た
め
に
、
平
成
八
年
三

月
か
ら
「
電
話
予
約
制
度
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
住
民
票
や
税
証

明
書
の
交
付
を
電
話
で
事
前
に
予

約
し
、
時
間
外
や
閉
庁
日
に
受
け

取
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
れ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

時
間
外
に
受
け
取
り
た
い
と
き

は
そ
の
日
の
業
務
時
間
内
に
、
土

・
日
曜
日
の
場
合
は
そ
の
前
の
金

曜
日
に
、
祝
祭
日
の
場
合
は
そ
の

前
日
に
そ
れ
ぞ
れ
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

　

受
け
渡
し
は
、
平
日
が
午
後
五

時
～
午
後
八
時
、
閉
庁
日
は
午
前

八
時
～
午
後
八
時
の
間
に
市
役
所

の
宿
直
室
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

運
転
免
許
証
な
ど
受
け
取
り
人
を

確
認
で
き
る
も
の
と
認
め
印
、
手

数
料
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
郵
便
で
も
交
付
で
き
る

も
の
や
、
郵
便
。
電
話
予
約
い
ず

れ
も
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

戸
籍
の
届
け
出
は
、
毎
日
二
十

四
時
間
（
閉
庁
日
や
時
間
外
は
宿

直
室
で
）
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
直
接
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
（
市
民
課
長
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
唇
9
1
2
－
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
一
－
一

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

刻綺瞼

マ
ス
コ
ッ
ト
愛
称
募
集
で
ペ
ス
ト
ネ
ー
ム
賞

斉
藤
麻
理
子
さ
ん
（
ト
八
歳
呑
日
）

　

第
十
二
回
全
国
健
康
福
祉
祭
ふ

く
い
大
会
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
9
9

福
井
」
が
、
来
年
の
十
月
に
県
内

の
各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

斉
藤
さ
ん
は
、
大
会
の
マ
ス
コ

ツ
ト
の
愛
称
募
集
に
応
募
し
、
全

国
か
ら
二
千
四
百
二
十
九
の
応
募

が
あ
っ
た
中
で
、
最
優
秀
の
ペ
ス

ト
ネ
ー
ム
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

命
名
は
「
す
い
っ
ぴ
I
」
。

　

斉
藤
さ
ん
は
「
当
紙
の
正
月
号

の
記
事
を
見
て
、
何
と
な
く
応
募

し
ま
し
た
。
ス
イ
セ
ン
の
花
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
マ
ス
コ
ッ
ト
の
絵

を
見
て
す
ぐ
に
思
い
付
い
た
の
が

ス
イ
ピ
。
ち
ょ
っ
と
か
わ
い
く
し

よ
う
と
考
え
、
平
仮
名
で
す
い
っ

ぴ
I
と
し
ま
し
た
。
考
え
始
め
て

か
ら
決
ま
る
ま
で
は
、
ほ
ん
の
十

分
程
度
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と

思
い
が
け
な
い
受
賞
に
び
っ
く
り

し
て
い
ま
し
た
。

　
　

「
三
月
十
九
日
に
は
、
進
学
の

合
格
発
表
。
二
十
四
日
に
は
自
動

車
運
転
免
許
の
試
験
に
も
合
格
。

そ
し
て
、
二
十
五
日
に
電
話
で
こ

の
受
賞
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
」
と

う
れ
し
い
知
ら
せ
が
続
き
、
顔
を

ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　

斉
藤
さ
ん
は
、
こ
の
春
高
校
を

卒
業
し
て
四
月
か
ら
福
井
の
准
看

護
学
校
に
進
学
。
「
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
の
夢
で
し
た
。
資
格
を
取
る

の
は
卒
業
後
で
す
け
ど
、
そ
の
夢

に
一
歩
ず
つ
近
づ
い
て
い
ま
す
。

ま
だ
I
ヵ
月
し
か
た
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
一
生
懸
命
勉
強
し
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
し

た
。

お
知
ら
せ

・
青
年
海
外
協
力
隊
員
募
集

　

平
成
1
0
年
度
春
の
青
年
海
外
協

力
隊
員
を
募
集
し
ま
す
。

資
格
満
2
0
歳
～
満
3
9
歳
（
5
月

　

3
1
日
現
在
）
の
日
本
国
籍
を
持

　

つ
人

募
集
締
め
切
り
5
月
3
1
日
⑥

募
集
規
模
農
林
水
産
・
加
工
・

　

保
守
操
作
・
土
木
建
築
・
保
健

　

衛
生
・
教
育
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

　

の
7
部
門
（
約
1
4
0
種
）
、

　

約
8
0
0
人

募
集
説
明
会
▼
5
月
7
日
④
午

　

後
6
時
3
0
分
～
（
県
民
会
館
）

　

▼
5
月
1
7
日
⑧
午
後
2
時
～

　

（
県
国
際
交
流
会
館
）

問
い
合
わ
せ
先
国
際
協
力
事
業

　

団
北
陸
支
部
（
a
0
7
6
・
2

　

3
3
・
5
9
3
1
）

・
「
大
野
の
良
さ
知
つ
て
」

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
開
催

　

大
野
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

で
は
、
創
立
2
0
周
年
を
記
念
し
て

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
新

た
な
る
旅
立
ち
大
野
丸
」
を
開
催

し
ま
す
。
入
場
料
は
無
料
。

日
時
5
月
3
1
日
⑥
午
後
1
時
～

場
所
市
文
化
会
館

問
い
合
わ
せ
先
吉
田
さ
ん
（
大

　

野
商
工
会
議
所
内
容
6
6
・
1

　

2
3
0
）



老化災害の発生を防げ
専門家が大野城瓦屋根診断

　

4月8日、越前大野城で専門家による瓦屋

根の診断が行われました。大野城は築後30年

で、屋根が傷む時期に来ています。瓦屋根技

師会のメンバー10人が、ロープを張ったり足

場を組んだりして天守閣に上がり、瓦にひび

割れなどがないかなどを点検しました。診断

の結果はまとめられ、市に報告されます。市

では今後、これを参考に修繕を行っていきま

す。

むらづくりの拠点施設に

横枕と森山にふれあい会館完成

　

3月15日、横枕区のふれあい会館が完成し

落成式が行われました。会館は、木造平屋建

て約194平方に、総工費は約2，900万

円です。また、3月28日には、森山区のふれ

あい会館の落成式が行わました。会館は、木

造平屋建て約150平方紅、総工費約2，4

00万円。両地区とも集会場が老朽化したた

め、建て替えられました。両会館には、大小

2つの会議室や研修室などが設けられていま

す。今後は、むらづくりの拠点施設としてそ

れぞれ利用されます。

自ら学ぼう「安心な環境づくり」

ダイオキシン学習会を開催

　

ダイオキシン問題をもっと詳しく知って、

安心して暮らせる環境作りに役立てようと3

月29日、市図書館で勉強会が開かれました。

勉強会は大野地球村が主催し、市民約30人が

出席。ダイオキシン問題を考える会の笠原秀

紀さんの話に熱心に耳を傾け、メモを取りま

した。笠原さんは各国の深刻な問題や具体的

な例を挙げ「問題解決には行政、企業、市民

が一体となって取り組み、まずは排出物を少

なくすることが大事」と呼び掛けました。

粘循回底場秘書広報課広報広聴係酋66・1111



箱詰回也酒

案内板やベンチなどを設置

仏御前の滝駐車場リフレッシュ

　

国道158号の仏原ダムのそばで進められ

ていた「仏御前の滝」駐車場整備工事が、こ

のほど完成しました。駐車場はこれまで未舗

装で、入り口に段差があったり、雨天時には

ぬかるんだりしていました。案内看板やベン

チの設置、駐車場の舗装、周辺の環境整備な

どが行われました。整備により、車が5台駐

車できるスペースが確保され、休憩にも利用

できるようになりました。今後、観光客の利

用増が期待されます。

大火をいつまでも忘れるな

記念日に消防総合訓練

　

市の大火記念日の4月8日、大野公民館な

どで春季消防総合訓練が行われました。訓練

には、消防署員や消防団員など約350人が

参加。公民館からの出火を想定し、一斉放水

やはしご車での救出訓練などが行われまし

た。また、県の防災ヘリコプターも今年始め

て訓練に加わり、逃げ遅れて屋上に避難した

1人を救出。地区消防と航空隊との連携も図

られました。

新工場が相次いで落成

中野工業団地の誘致企業

　

市が中野工業団地に誘致した2つの企業の

工場が完成し、4月17日にそれぞれ落成式が

行われました。企業は、㈱ジェフティと㈱ト

リネックスです。ジェフティは、敷地17，

000平方奴に6，200平方政の工場で、

トリコット生地の製造を行います。トリネッ

クスは、敷地3，700平方刎こ700平方

航の工場で、グラビア印刷の会社です。2つ

の企業の操業により、産業の活性化や地元雇

用の促進などが図られます。

身近，な話顕をお知らせください。



お
知
ら
せ

5月

●
体
の
不
自
由
な
人
に

　

軽
自
動
車
税
の
減
免

　

体
の
不
自
由
な
人
が
、
仕
事
や

通
院
な
ど
で
軽
自
動
車
（
二
輪
も

含
む
）
を
使
う
場
合
は
、
軽
自
動

車
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

障
害
の
程
度
は
左
の
表
の
と
お

り
で
す
が
、
次
の
場
合
は
免
除
さ

れ
ま
せ
ん
。

▼
車
検
証
所
有
者
欄
の
使
用
者
氏

　

名
が
、
該
当
者
本
人
（
1
8
歳
未

　

満
の
場
合
は
生
計
を
同
じ
く
す

　

る
人
の
氏
名
）
に
な
っ
て
い
な

　

い
と
き

▼
す
で
に
、
普
通
自
動
車
税
な
ど

　

の
減
免
を
受
け
て
い
る
と
き

持
参
品
印
鑑
・
障
害
者
手
帳
・

　

精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
・
運
転

　

免
許
証

申
請
期
限
5
月
2
5
日
⑥

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
市
役
所

　

税
務
課
収
税
係
（
豊
6
6
・
1
1

　

1
1
内
線
4
2
2
）

軽自動車税の減免対象となる障害

障害の区分 障害の等級
視党障害 1級～3級、4級の1
聴党障害 2級、3級
平衡機能障害 3級
音声機能障害 3級（喉頭摘出による詐，l・機能　

障害がある場合に限る）

上肢不自由 1級、2級の1・2
下肢不自由 1級～6級
体幹機能障害 1級～3級、5級
乳幼児期以前の
非進行性脳病変
による運動機能
障害

上肢
不自由

1級、2級（1七肢のみに運

動機能障害がある場aを除く）

移動
機能

1級～6級

心臓機能障害 1級、3級
腎臓機能障害 1級、3級
呼吸器機能障害 1級、3級
膀胱・小腸・直腸機能障害1級、3級
ヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫機能障害

1～3級

療育手帳 （A）
精神障害者 1級
※いずれも本人が運転する場合です。生計同一者および常時

介護者が運転する場合は、対象となる等級が若干異なります。

●
年
金
の
保
険
料
免
除

　

申
請
は
5
月
2
9
日
ま
で

　

経
済
的
な
理
由
か
ら
国
民
年
金

保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
は
、
所
得
や
家
族
構
成
、

資
産
の
状
況
（
学
生
は
専
用
の
免

除
基
準
）
な
ど
を
考
慮
し
た
上
で

認
め
ら
れ
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
を
4
月
か
ら
受

け
た
い
人
は
、
5
月
2
9
日
ま
で
に

市
役
所
（
住
民
票
を
市
外
に
移
し

て
い
る
場
合
は
そ
の
市
町
村
役
場
）

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

免
除
申
請
に
は
、
年
金
手
帳
と

印
鑑
、
学
生
は
そ
の
年
度
の
在
学

証
明
書
（
コ
ピ
ー
で
も
可
）
が
必

要
で
す
。

　

免
除
期
間
の
年
金
額
は
、
納
め

た
場
合
の
3
分
の
1
と
し
て
計
算

さ
れ
ま
す
の
で
、
経
済
的
な
余
裕

が
で
き
た
ら
追
納
し
ま
し
ょ
う
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
市
役
所

　

市
民
課
年
金
係
（
豊
6
6
・
1
1

　

1
1
内
線
4
5
5
）

●
普
段
の
食
事
に
つ
い
て

　

栄
養
相
談
を
始
め
ま
す

　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
普
段

取
っ
て
い
る
食
事
な
ど
食
生
活
の

こ
と
に
つ
い
て
、
栄
養
士
に
よ
る

無
料
相
談
を
始
め
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
毎
月
第
4
火
曜
日
午
前

　

9
時
～
1
1
時

場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先
市
保
健
セ
ン
タ

　

ー
（
豊
6
5
・
7
3
3
3
）

●
市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

募
集
団
地
西
里
団
地

規
格
3
K
風
呂
無
・
ト
イ
レ
有

募
集
戸
数
3
戸

資
格
一
定
の
収
入
基
準
以
内
で

　

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

家
賃
月
額
7
4
0
0
～

　
　
　
　
　
　

1
万
2
3
0
0
円

申
込
期
限
5
月
2
2
日
吟

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
建
設
課
管
理
建
築
係
（
容

6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
4
7
）

●
自
転
車
に
防
犯
登
録
を

　

防
犯
登
録
は
自
転
車
盗
難
の
被

害
を
事
前
に
防
止
す
る
ほ
か
、
被

害
を
受
け
た
場
合
に
は
自
転
車
の

発
見
に
有
効
で
す
。

　

登
録
は
1
台
5
0
0
円
（
税
別
）

で
、
銀
色
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
張
ら

れ
ま
す
。
有
効
期
間
は
、
7
年
で

す
。

　

登
録
は
、
自
転
車
店
、
量
販
店

な
ど
の
防
犯
登
録
取
扱
店
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

交通
宙仝

剱
r

再
認
識
し
よ
う

　
　
　

自
転
車
の
乗
り
方

　

自
転
車
は
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
手
軽
で
便
利
な
乗

り
物
と
し
て
、
ま
た
健
康
増
進

の
手
近
な
ス
ポ
ー
ツ
用
具
と
し

て
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
交
通
環

境
の
厳
し
さ
や
自
転
車
に
つ
い

て
の
き
ま
り
に
対
す
る
認
識
が
、

不
足
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
は
、
日
ご
ろ
自
転
車

の
点
検
整
備
を
行
つ
て
い
ま
す

か
。
傘
さ
し
や
二
人
乗
り
、
無

灯
火
で
自
転
車
に
乗
つ
て
い
ま

せ
ん
か
。

　

こ
の
よ
う
な
点
検
整
備
の
不

全
や
乗
用
態
度
な
ど
に
よ
り
、

昨
年
一
年
間
に
市
内
で
四
十
一

人
が
、
自
転
車
で
事
故
に
遭
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
を
無
視
し
た
自
転

車
の
乗
用
態
度
は
、
大
き
な
社

会
問
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

「
自
転
車
も

　
　

乗
れ
ば
車
の
仲
間
入
り
」

と
言
わ
れ
る
と
お
り
、
自
転
車

も
車
両
の
一
つ
と
し
て
、
道
路

交
通
法
の
下
で
正
し
く
乗
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

自
分
の
自
転
車
の
乗
り
方
に

つ
い
て
、
一
度
振
り
返
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

安
全
で
正
し
い
乗
り
方
を
身

に
付
け
、
自
分
自
身
の
生
命
は

も
ち
ろ
ん
、
ほ
か
の
人
の
安
全

の
た
め
に
も
、
望
ま
し
い
自
転

車
の
利
用
者
に
な
り
ま
し
よ
う
。



●INFORMATION

・
今
年
も
や
り
ま
す

　

高
齢
者
の
運
転
教
室

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
と
交
通
マ
ナ
ー
向
上
を
目
的

に
、
高
齢
者
安
全
運
転
体
験
教
室

（
シ
ル
バ
ー
・
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
・

ド
ッ
ク
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
習
は
、
自
動
車
学
校
の
教
習

指
導
員
に
よ
る
指
導
で
す
。

日
時
毎
週
水
曜
日
の
午
前
1
0
時

　

3
0
分
～
午
後
O
時
2
0
分
・
受
講

　

者
が
5
～
6
人
に
達
し
た
時
点

　

で
随
時
実
施

場
所
大
野
自
動
車
学
校

対
象
普
通
免
許
所
持
者
で
年
齢

　

6
5
歳
以
上
の
市
民

受
講
料
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
6

　

2
）

●
和
裁
を
習
い
ま
せ
ん
か

日
時
5
月
7
日
～
1
2
月
1
0
日
の

　

毎
週
木
曜
日
午
後
1
時
～
3

　

時
3
0
分
計
3
1
回

場
所
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内
容
初
心
者
を
対
象
に
浴
衣
を

　

は
じ
め
と
す
る
和
裁
実
習

受
講
料
1
ヵ
月
1
0
0
0
円

　
　

（
材
料
費
別
）

定
員
先
着
1
2
人

申
し
込
み
．
問
い
合
わ
せ
先
職

　

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
6

　

8
4
0
）

●
ワ
ー
プ
ロ
入
門
講
座

日
時
6
月
2
日
収
～
5
日
②
・

　

9
日
囚
～
1
2
日
毎
午
前
9
時

　

～
H
時
3
0
分
計
8
回

場
所
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内
容
初
心
者
を
対
象
に
ワ
ー
プ

　

ロ
の
基
本
的
な
操
作
方
法
と
簡

　

単
な
案
内
文
や
表
の
作
り
方
を

　

習
得
、
ワ
ー
プ
ロ
持
参
も
可

受
講
料
6
5
0
0
円
（
テ
キ
ス

　

ト
代
含
）

定
員
先
着
1
2
人

申
し
込
み
●
問
い
合
わ
せ
先
市

　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
容
6
5
・

　

6
8
4
0
）

●
春
の
風
物
詩

　

七
間
朝
市
山
菜
フ
ー
ド
ピ
ア

　

山
々
も
新
緑
に
染
ま
っ
て
、
春

本
番
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
菜
や
地
場
産
品
を
中
心
と
し

た
恒
例
の
七
間
朝
市
の
お
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

場
所
七
間
通
り

日
時
5
月
9
日
①
正
午
～
午

　

後
5
時
・
1
0
日
⑧
午
前
7
時
～

　

正
午

内
容
朝
市
の
総
出
店
・
山
菜
即

　

売
コ
ー
ナ
ー
、
朝
市
茶
屋
、
山

　

菜
料
理
教
室
、
山
菜
ク
イ
ズ
コ

　

ー
ナ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ
先
七
間
朝
市
振
興

　

協
議
会
の
高
橋
さ
ん
（
豊
6
6
・

　

2
1
8
5
）

●
屋
根
融
雪
装
置
の

　
　
　

設
置
に
補
助
金

　

市
で
は
雪
に
強
い
街
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
自
ら
が
居
住
す
る

個
人
住
宅
に
、
県
が
認
定
し
た
屋

根
融
雪
装
置
を
設
置
す
る
人
へ
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
金
額
設
置
費
用
の
3
分
の

　

I
（
限
度
額
6
0
万
円
）

補
助
件
数
年
間
5
0
件

申
込
期
限
第
1
回
募
集
＝
5
月

　

2
2
日
②
ま
で
第
2
回
募
集
＝

　

8
月
上
旬
予
定

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
建
設
課
管
理
建
築
係
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
4
7
）

・
農
地
転
用
な
ど
書
類
提
出

　

毎
月
1
5
日
に
期
限
変
更

　

こ
れ
ま
で
農
地
の
貸
し
借
り
や

転
用
な
ど
、
農
地
の
利
用
に
関
す

る
申
請
書
類
の
提
出
期
限
は
、
毎

月
2
5
日
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

5
月
か
ら
毎
月
1
5
日
が
提
出
期
限

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
市
農
業
委
員
会

　

事
務
局
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
3
1
5
・
3
1
6
）

●
県
政
バ
ス
教
室
（
フ
ァ
ミ

　

リ
ー
号
）
参
加
者
募
集

日
時
5
月
2
4
日
⑥
午
前
8
時

　

5
0
分
～
午
後
4
時
4
0
分

コ
ー
ス
J
R
大
野
駅
－
プ
ラ
ン

　

ト
ピ
ア
（
大
人
3
0
0
円
・
中

　

高
生
2
0
0
円
・
小
学
生
1
0

　

0
円
）
－
ふ
く
い
健
康
の
森
－

　

県
立
博
物
館
－
J
R
大
野
駅

参
加
対
象
者
な
ど
団
体
行
動
に

　

支
障
の
な
い
人
（

1 6
歳
未
満
は

　

保
護
者
同
伴
）
。
軽
装
、
ズ
ッ

　

ク
な
ど
で
参
加
。
昼
食
、
水
筒
、

　

筆
記
用
具
持
参

募
集
人
員
4
4
人
（
応
募
者
多
数

　

の
場
合
は
、
前
年
度
不
参
加
の

　

人
優
先
・
消
印
順
〈
同
日
は
抽

　

選
〉
）

申
し
込
み
方
法
・
申
込
先
往
復

　

は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

　

号
（
フ
ァ
ク
ス
番
号
）
、
出
発

　

日
、
出
発
地
を
一
人
に
つ
き
1

　

枚
、
家
族
で
参
加
す
る
場
合
に

　

は
ま
と
め
て
1
枚
に
記
入
し
、

　

〒
9
1
0
－
8
5
8
0
県
広

　

報
課
県
民
相
談
室
、
フ
ァ
ク
ス

　

＝
0
7
7
C
D
・
2
0
・
O
C
D
C
N
J
C
M

　

ま
で
送
付

問
い
合
わ
せ
先
県
広
報
課
県
民

　

相
談
室
（
a
0
7
7
6
・
2
0
・

　

0
2
2
1
）

児童手当現況届は6月中、再請求は5月中に

支給の対象3歳未満の児童を養

　

育している人に支給されます

　

（ただし、所得制限有り）

手当の額（月額）第1子5，0

　

00円、第2子5，000円、

　

第3子以降10，000円

支給の時期請求をした日の属す

　

る月の翌月から開始され、支給

　

事由の消滅した日の属する月分

　

で終わります。支給は、2・

　

6・10月に前月分までが支給

特例給付所得制限により手当を

　

受けられないサラリーマン（厚

　

生年金などに加入している人）

　

は、所得が一定額未満の場合に

　

限り、特例給付（手当額は同じ）

　

が支給されます

児童手当現況届手当を受けてい

　

る人は、毎年6月1日の状況を

　

記載した届と、次の添付書類を

　

6月中に提出しなければなりま

　

せん。提出がないと6月分以降

　

の支給が停止されます

・年金加入証明書（受給者がサラ

　

リーマンなど被用者の場合）

・前住所地の所得証明（1月1日

　

に市内に住所がなかった場合）

★前年に所得超過のため却下とな

った人も、所得の減少や扶養家族

の増加、加入年金の変更などによ

り、再認定されることもあるので、

5月中に再請求をお勧めします。

届け出・問い合わせ先

　

市役所福祉課児童福祉係豊66・1111内線476
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鳩
ヶ
湯
゛
湯
元
の
看
板

湯
元
千
代
子
さ
ん
（
中
保
）

　

中
保
の
湯
元
千
代
子
さ
ん
（
六
十
七
歳
）

の
宝
は
、
亡
く
な
っ
た
ご
主
人
が
保
存
し
て

い
た
看
板
で
す
。

　

こ
の
看
板
に
は
「
湯
屋
業
湯
元
仁
太
郎
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
　

「
先
祖
が
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
に
鳩

ヶ
湯
を
発
見
し
、
そ
こ
で
湯
屋
を
営
ん
で
い

た
と
聞
き
ま
し
た
。
私
か
湯
元
家
に
嫁
い
だ

と
き
に
は
、
す
で
に
打
波
か
ら
大
野
に
移
り

住
ん
で
い
て
、
鳩
ヶ
湯
で
湯
屋
を
営
ん
で
い

た
と
い
う
名
残
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
昭
和
五
十
年
ご
ろ
に
打
波
地
区
に
ま

だ
残
っ
て
い
た
元
の
家
か
ら
、
主
人
が
こ
の

看
板
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
こ
に
保
存
し

て
い
た
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
す
す
け

た
看
板
に
は
『
湯
屋
業
』
と
書
か
れ
、
焼
き

印
も
押
し
て
あ
り
、
本
当
に
湯
屋
を
営
ん
で

い
た
ん
だ
な
あ
、
と
思
い
ま
し
た
」
と
ご
主

人
の
こ
と
が
懐
か
し
そ
う
で
し
た
。

　
　

「
看
板
に
あ
る
『
湯
元
仁
太
郎
』
と
は
、

最
後
に
湯
屋
を
営
ん
で
い
た
人
で
、
義
父
の

兄
で
し
た
。
明
治
時
代
も
後
半
ご
ろ
の
こ
と

で
、
詳
し
く
は
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
仁

太
郎
さ
ん
は
北
海
道
へ
転
出
す
る
よ
う
に
な

り
、
湯
屋
の
権
利
を
他
の
人
に
譲
っ
た
そ
う

で
す
。
最
初
に
鳩
ヶ
湯
を
発
見
し
、
湯
屋
を

営
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
湯
元
と
い
う
名
字

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
名
字

で
湯
元
は
珍
し
く
、
大
野
で
は
一
軒
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
よ
く
『
ど
こ
か
の
温
泉
地
出
身

で
す
か
』
と
聞
か
れ
ま
す
」
と
湯
元
さ
ん
は

ほ
ほ
笑
み
ま
し
た
。

　

現
在
鳩
ヶ
湯
の
営
業
を
し
て
い
る
森
嶋
さ

ん
の
話
で
は
、
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）

年
に
森
嶋
さ
ん
の
祖
父
が
、
湯
元
さ
ん
か
ら

湯
屋
を
譲
り
受
け
た
と
聞
い
て
い
る
そ
う
で

す
。
そ
の
こ
ろ
は
湯
元
さ
ん
と
大
倉
さ
ん
の

二
つ
の
湯
屋
が
あ
り
、
湯
元
さ
ん
が
〃
ゆ
も

と
″
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

市民のうごき

4月1日現在 前月比

世帯数 11，589世帯 △25世帯

人口 41，037人 △78人

内訳
男 19，669人 △33人

女 21，368人 △45人

3月中の異動
転入 148人 出生 38人

転出 219人 死亡 45人

市内の交通事故状況（9ヵ、6．お）

件数内訳
平成10年

3月末

平成9年

3月末
比較

総件数 137件 177件 △40件

人
身

事
故

件数 45件 32件 13件

死者 O人 O人 O人

傷者 61人 51人 10人

物損事故 92件 145件 △53件

表
紙
の
こ
と
ば

　

早
春
の
息
吹
展
は
、
三
月
十

八
か
ら
十
日
間
、
有
終
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三
つ
の
コ

ー
ナ
ー
に
分
か
れ
、
梅
屋
人
形

展
で
は
、
百
十
体
の
土
で
で
き

た
人
形
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

大
野
の
貴
重
な
民
芸
品
を
前
に

入
場
し
た
人
た
ち
は
、
人
形
の

愛
ら
し
い
表
情
に
、
心
を
和
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

四
月
一
日
か
ら
市
の
情
報
公

開
制
度
が
ス
タ
ー
ト
。
皆
さ
ん

の
請
求
に
よ
り
、
市
政
の
情
報

が
い
つ
で
も
見
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
情
報
公
開
制
度
に

負
け
な
い
よ
う
、
積
極
的
な
情

報
提
供
、
情
報
交
換
の
場
と
し

て
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
広
報

紙
に
な
ら
な
け
れ
ば
と
、
気
を

引
き
締
め
て
い
ま
す
。
（
横
井
）

瓜弐見i11

　

”
花
の
命
は
短
く
て

…
と
い
う
歌
が
あ
る

が
、
特
に
桜
の
見
ご
ろ

は
短
く
て
あ
っ
と
い
う

間
で
あ
る
。
毎
年
こ
の

季
節
に
な
る
と
い
ろ
ん

な
所
の
桜
を
見
に
行
き
た
い
と
思
う
の
だ
が
、

時
期
を
逃
し
て
「
ま
た
咲
く
か
ら
い
い
わ
」
と

来
年
に
期
待
を
掛
け
る
。
で
も
今
年
は
幾
度
か

花
見
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
▼
今
年
初
め
て
の
花

見
は
友
人
を
誘
い
京
都
の
円
山
公
園
へ
、
ま
ず

隣
の
八
坂
神
社
に
お
参
り
し
て
園
内
に
入
る
と

数
多
く
の
桜
が
パ
ッ
と
目
に
入
っ
た
。
思
わ
ず

　

「
来
て
良
か
っ
た
ね
」
と
顔
を
見
合
わ
せ
た
。

こ
こ
円
山
公
園
で
は
祇
園
の
夜
桜
と
し
て
名
の

あ
る
枝
垂
れ
桜
が
見
所
と
な
っ
て
い
る
。
広
い

園
内
一
帯
の
彼
岸
桜
の
中
に
濃
い
ピ
ン
ク
色
が

ひ
と
き
わ
鮮
や
か
で
、
花
の
滝
を
見
る
よ
う
な

こ
の
桜
の
前
で
し
ば
ら
く
見
と
れ
て
優
雅
な
気

分
に
浸
っ
て
い
た
。
仕
事
や
家
事
を
忘
れ
た
一

日
で
あ
っ
た
▼
次
の
花
見
は
足
羽
川
堤
防
の
夜

桜
で
あ
る
。
職
場
の
花
見
な
の
だ
が
、
窓
越
し

に
花
を
見
な
が
ら
の
ビ
ー
ル
は
格
別
で
あ
っ
た
。

こ
こ
は
古
い
桜
の
木
が
多
い
と
聞
く
が
、
短
い

間
に
満
開
に
咲
く
姿
を
見
る
と
い
じ
ら
し
く
思

え
る
▼
最
後
の
花
見
は
や
は
り
亀
山
公
園
の
桜
。

今
年
の
「
さ
く
ら
ま
つ
り
」
は
花
も
見
ご
ろ
、

天
気
も
良
く
最
高
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
は
、
学

生
た
ち
、
若
い
カ
ッ
プ
ル
、
お
年
寄
り
夫
婦
、

子
供
連
れ
の
家
族
と
山
は
満
開
の
花
の
下
、
に

ぎ
や
か
に
な
る
。
そ
こ
で
は
老
若
男
女
を
問
わ

ず
、
こ
の
桜
を
見
て
「
き
れ
い
」
と
声
を
上
げ

る
。
こ
ん
な
光
景
を
見
て
穏
や
か
な
気
持
ち
に

な
る
。
「
ま
た
来
年
も
咲
い
て
ね
」
と
声
を
掛

け
山
を
下
り
た
。
（
K
）
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